


















































解 決 の 具 体 的 形 態 は

































こ の 問 題 は 権 力 構 造 変 革 の 問
題とも関連するものであるゆ
えに、イギリス革命そのものの性格を明らかにする上にも重要











把えられるが、十分に論証されているとは思われない。 次 の 点 を 指 摘 し て お き た い 。
と も か く 、 革 命 の 土 地 問 題 解 明 の 上 に 農 民 運 動 研
究は欠く


















































































































































































川 大 学 「 商 経 法 論 叢








































































































































































































































路 官 会 議 に よ る
規制はそれぞれの地域の領主か
ら農民にいたるすべての当事者がすべてその義務を
確 実 に 履 行 す る ことを前提
とし、
それは
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サセック ス 玉 領 地
における農業経営の発展方向」||『 富
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農 民 経 済 の 発 展 形 態

























ら れ て い る と い っ て も
よ い で あ ろ う
。
そ こ で 、
このような事態の中で沼沢地農民層がどのような形で商品生産を
発展させていたかを検討しようoqd る 。
こ の 地 域 は 一 七 世 紀 に お い て 大 規 模 な 干 拓 事 業 が 進 行 し 、
こ こ で は 、
リンカン州のフェンランド回目戸山口己といわれる地域について考察す
市民革命期において特に激烈な農民運動が展開され
た 地 域 の
一
















































































表1.1524 年， ホ ラ ンドの Kirton と Ello日
におけ る 階層構成
全納税者数 に対する% i動産額|一一一ーー「一一一一=-!Kirton Elloe 
1-=と[三七需拡.t 1 I 
201 
.t20+ j 7% I 4% 
Thirsk， English Peasant 



























































時期のレ ス タ シ









































していたことを示している。2. 1530�1600 年，フ ェ ン ラ ンドにおけ る農民の作付 面積
(面エー カ 積-) 農 場 数1530�40 年I1560�70 年11590�1600割 合 計 %
1 � 5 7 .6 14 26 .4 
5 � 10 5 8 4 17 32 .0 
10 � 20 4 12 17 32 .0 
20 � 30 2 2 4 .( ，5 
30 � 40 1 .9 
合 計 | 13 18 22 99 .8 
平均作議 I (I_ �_) 1 5 + � 6 1 11 7 面 〈 エ』 カ 1 -t  
レス タ 州、lの 24 19 + 20土平均作付 面 (エ』 カ-) 3 
積 (1500�31) (1550�72) (1588) 
表
Thirsk， English Peasant Farming， p. 42， Hoskins， 
Essays in Leicestershire History， p.137 よ り
表3 . 1530�1600 年. プ ェ シ ラ ンドにおけ る農民の 作付 比率| 小麦 |坤麦|一国|主力 | 麻 | 合 計 l
面 積〈 エ」 カ:') 116+ 14 土 98 + 127 � 124 よど 上 11 1 82 � 8 1 '4 I�- 2 1-' 4 1-' 2 1 2 1 " 1 ，_-8 










の) 1 13 .8 5 .0 37 .6 43 .2 0.4 1558 8.6 8 .6 35 .8 38 .5 8 .5 1588 8 .5 4 .0 38 .5 46 .0 3 .0 
Thirsk， English Peasant Farming， p. 39， Hc陪kins，








の生産性 を 高 めたという事
ω 
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からまぐさを刈取り、
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前 節 で の べ た よ う に 、
一六世紀における農民経済発展の基盤は共同地
























し て 領 主 収 入 を 増 大 さ せ よ う
とす
る 動 き が 生 じ て き た。
領主もまた共同地に家畜を放








を 示 す も の で あり、
A2 
経営の拡大は領主経済ブルジ






















裂 を も た ら す こ と に も な 到
。
この点の具体的な検討は次稿の「領主放牧権をめぐる紛争」














































み な ら ず 、
















地 で は 領 地
が 細 分 さ れ 、











効 性 を 失 い つ つ あ っ た 。
す な わ ち 、








よ っ て 旧 制 度 を 補 強 せ ん と す る
も の で あ る が
、
そ の こと自体が事態の 切 迫 を 示 し て い
る。
そして、




沼沢地の 排 水 を め ぐ っ て 領 主と保有者の聞に 、












主 層 の 聞 に 旧 制 度 の 改 革 へ の 動 き を 生 ぜ し め た
。
それは、























領、 王 の 個
別 的 囲 込と干拓は農民の抵抗と領主相互













農 民 の 抵











か せ る も の で あ っ た。
から絶対王制の関心をよんでいたが、















































































要 す る に 、
絶対



























時 期 l 地 域 主た る干拓者 そ の 他
1 5 9 8 年 リ ンカ ン州、lホラ ンドのThomas Lovell. Deeping Fen. 
1 60 5 年 ケインプ リ ジ!N'IのUpwell. Sir J. Popham. 3 年後に計画放棄.


















頃 同 上. S. W. Cokain  P :y F :y 0) .æ:iJp，ij). ジェ]ム 防



















. ermnyden リ ンカ
1 6 2 9 年 干言扇明事. 葉百:雇
画己蘭ずZヲ�.". "ヨヌ寸百万
1630�37年 リ ンカ シ州、i南部沼沢地.ベドフォド 伯他 13 名. 1638年国王の手に接収.
163 1�34年 リ ンカ四
ンd 91w1東es部t ，F Sir Anth叩y Thomas等 干び 放拓後牧7年間，耕作，およEast an  est en. 























， Lindsey Level リ ンゼイ伯，
向 上 の時 期 リ ンカ Hンu州 nd東r部ed の 国王か ら 同上のEight u I"� Fen， ンバカ ニ』 へ、リ ンカ ンS州om東er，岸coのtes 1633�34年 南北両 ・国王か ら En伽ion 12000aの共同地が 士 に減少・Porterへ.
Darhy， Draining 01 the Fens， Chap. 1 &1， Thirsk， English Peasant 
Farmi ng， pp. 1 17�8， 147， Stone， L， The Crisis 01 the Aristocracy， 
1558�1641， p.355�57 よ り 。






ズ一世が自ら事業に積極的に介入することを明ら か に し た 一六 二 九 年 か ら 一 六 三0 年 代
に入っ
て後
で あ っ た。
そこで、
三 0 年 代 に お け る 干拓事業の内 容 を 検 討す ると、

































































































の 事 業 の 進 め 方 に
不信をいだいた国王は伯を排除して自ら






















































干 拓 の 結 果 、








































































一 七 世 紀 後 半 以 後 の 経 過 の






















さ ら に 、 干 拓 工 事 の 欠 陥 に ょ
っ






基 盤 を 奪 い 、






領 主 経 済 の ブ ル ジ ョ
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- 一品 。 。
沼沢地に対して国王大
権を強化する
政策が
一
貫してとら
れ(
注間)、
チャールズ
一世が
干拓に積極的に介入するこ
とを明らかにした
一六
二九年豆一一一日明においても、
まず
海岸沿いの
沼沢地に対する国王領有権を確認しており、
かかる事情からみて、
干 拓後の土地配分にお
いても最高
領有者た
凶
る国王の利
益が優先せしめられたものと息
われる。
その結果、干拓が部分
的に完成して
も中・小領主層は殆んど
利益の配分
に与れず、
彼らの不満を増大せしめたのである。
なお
、干拓をめぐる土地所有者内部の対立
については尾崎「前掲論文
」で
詳細に論じられている。
二九
